
山：私は12月生まれなの

で冬が大好きです。誕生日

の他にも、クリスマスやお正月と、

冬はイベントづくしなので小さい頃

からいつも楽しみにしていました。

上：クリスマスといえば、昔

は息子にプレゼントを渡す

ことが楽しみでした。本当に喜ぶ息

子の顔が愛しかったですね。

山：私も小学生の頃までは妹と一

緒に、欲しいものを手紙に書き、ツ

リーの下に置いてサンタさんにお

願いしていました。

今：僕の場合は、現実的

な家庭だったのでサンタさ

んは来ませんでした（笑）。僕にとっ

て冬の醍醐味は、こたつで暖まっ

て、のんびり過ごすことですね。

上：私が小さい頃は、冬でも外で

友達と相撲をとったり、おしくらまん

じゅうをしていました。

山：私も雪の日はよく外に出て雪だ

るまを作って、遊んでいました。今でも

雪が降るとテンションが上がります！

今：僕は公民館の年始行事で地

域の人が大勢集まり、ぜんざいを

食べるのが楽しみでした。その時の

空気感や匂いは、冬の景色の一

つとしてよく覚えています。

山：季節ごとの楽しみ方や過ごし

方は、時代や年齢によって変わっ

ていくのでしょうね。

山：体が冷える冬は、やっぱり鍋料

理です。スーパーに行くと、おいしそ

うな鍋セットがたくさん売っているの

で、ついつい食べたくなります。

上：私は食いしん坊なので、冬場は

一段とおいしい魚介類が、特に楽

しみ（笑）。お餅も好物なので、正月

のお雑煮も楽しみの一つです。

今：おでん好きの僕としては、コン

ビニにおでんが並びはじめると、今

年も冬が来たなって感じます。

上：私も若い頃、おでんは安かった

のでよく食べていました。それから、

ここ最近は毎年冬に北海道を訪

れるのですが、北の大地は雪景色

が本当にキレイです。空気もキーン

と冷えていて気持ちが良い！

山：冬は空気が澄んでいる

ので星がよく見えますよね。

私は、イルミネーションを毎年見に

行きます。天神やキャナルシティ博

多の装飾がすごくキレイで、見てい

るだけでワクワクするんです。

今：冬だからこそ味わえるおいしい

ものやキレイなものがあるので、楽

しまなきゃ損ですね。

上：今年も、年末年始はテレビで

スポーツ観戦の予定です。箱根駅

伝やラグビーを見ながら、みかんを

食べるのがお決まりです。

今：僕も正月は高校サッ

カーやJリーグの天皇杯を見

るのが恒例です。それから、今度は成

人式があるので特別です。久しぶりに

会う友達も多いので待ち遠しいです。

上：おめでとう！それは冬の思い出

の良い一場面になりますね。

山：私はアメリカンフットボール部の

マネージャーをしているのですが、4年

生なので、今年の冬が最後となりま

す。最高の冬にするために、手がかじ

かんで辛い日も部活を頑張りたいです！

上：私は舞台を見るのが好

きなので、年末恒例の文楽

公演へ足を運ぶつもりです。寒い冬

は屋内で過ごすことも多くなるので、

文化や芸術に触れる時間を持つに

は、いい時期です。自分ならではの冬

の楽しみ方を見つけてほしいですね。

about
あるテーマについて学生と先生がテーブルを囲む。
世代や立場の違うトークディスカッションに新しい発見がある。
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ア
メ
リ
カ
ン
フ
ッ

ト
ボ
ー
ル
の
九
州

学
生
リ
ー
グ
で
、

本
学
ア
メ
リ
カ
ン
フ
ッ
ト
ボ
ー

ル
部
が
２
年
連
続
１２
回
目
の
優

勝
を
果
た
し
、全
日
本
大
学
選

手
権
の
西
日
本
代
表
決
定
戦
に

進
出
し
ま
し
た
。昨
年
は
久
留

米
大
学
と
同
率
首
位
だ
っ
た
も

の
の
、大
会
規
程
に
よ
り
同
選

手
権
へ
出
場
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
が
、今
年
は
初
戦
か
ら
負
け

な
し
の
快
進
撃
。最
終
戦
を
待

た
ず
し
て
優
勝
を
決
め
、10
月

22
日
に
春
日
球
場
で
行
わ
れ
た

久
留
米
大
学
と
の
直
接
対
決
も

２１

－

１５
で
制
し
て
昨
年
の
雪
辱

を
果
た
し
ま
し
た
。

　　　　

月
16
日
に
平
和
台
競
技
場

で
行
わ
れ
た
西

日
本
代
表
決
定

戦
初
戦
で
は
、3

年
前
に
惜
敗
し

た
中
四
国
代
表

広
島
大
学
に　

－

０
と
圧
勝
。11

月
20
日
の
準
決

勝
で
東
海
地
区

代
表
の
中
京
大

学
に
敗
れ
た
も

ア

メ

リ

カ

ン

フ

ッ

ト

ボ

ー

ル

部

快

進

撃

の
の
、全
国
大
会
初
勝
利
と
い

う
快
挙
を
成
し
遂
げ
ま
し
た
。

「
こ
こ
ま
で
勝
ち
進
め
た
の
は

チ
ー
ム
一
丸
と
な
っ
て
戦
っ
て

き
た
か
ら
。周
囲
か
ら
支
え
ら

れ
て
ア
メ
リ
カ
ン
フ
ッ
ト
ボ
ー

ル
に
打
ち
込
め
た
こ
と
を
感
謝

し
て
い
る
。後
輩
た
ち
に
も
感

謝
の
気
持
ち
を
大
切
に
し
て
頑

張
っ
て
欲
し
い
」と
同
部
主
将

の
河
村
洋
祐
さ
ん（
経
国
経
４

年
・
鞍
手
高
等
学
校
出
身
）。今

回
の
主
力
メ
ン
バ
ー
に
は
下

級
生
も
多
数
入
っ
て
お
り
、来

年
以
降
も
期
待
で
き
る
と
の

こ
と
。今
後
も
ア
メ
リ
カ
ン

フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
の
さ
ら
な

る
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

9
月
21
日
、大
学

チ
ャ
ペ
ル
に
お
い

て
、2
0
1
1
年
度

前
期
卒
業
証
書・学
位
記
授
与
式

が
行
わ
れ
、学
部
生
57
人
、法
科

大
学
院
生
2
人
が
人
生
の
新
た

な
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。

　

式
で
は
、G.
W.
バ
ー
ク
レ
ー

学
長
が「
西
南
学
院
で
培
っ

た
友
情
は
、き
っ
と
人
生
の

宝
と
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

本
学
の
卒
業
生
で
あ
る
こ
と

を
誇
り
に
、そ
れ
ぞ
れ
の
進

む
道
で
力
を
発
揮
し
て
く
だ

さ
い
。み
な
さ
ん
の
今
後
の

活
躍
を
心
か
ら
願
っ
て
い
ま

す
」と
告
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

式
の
後
、卒
業
生
は
チ
ャ

ペ
ル
前
で
後
輩
た
ち
に
出

迎
え
ら
れ
、た
く
さ
ん
の
祝

福
を
受
け
て
い
ま
し
た
。
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業
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・

学

位

記

授
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挙

行
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多
く
の
名
作
テ
レ

ビ
ド
キ
ュ
メ
ン
タ

リ
ー
を
制
作
し
た

こ
と
で
知
ら
れ
、今
年
３
月
に

亡
く
な
っ
た
Ｒ
Ｋ
Ｂ
毎
日
放
送

の
元
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
・
木
村
栄

文
さ
ん
の
生
前
の
番
組
制
作
資

料
が
Ｒ
Ｋ
Ｂ
毎
日
放
送
よ
り
寄

贈
さ
れ
、永
守
良
孝
Ｒ
Ｋ
Ｂ
毎

日
放
送
社
長
、Ｇ
・
Ｗ
・
バ
ー
ク

レ
ー
学
長
同
席
の
も
と
９
月
２９

日
に
寄
贈
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。木
村
さ
ん
は
１
９
５
９
年

テ

レ

ビ

ド

キ

ュ

メ

ン

タ

リ

ス

ト

 
 

木

村

栄

文

氏

の

資

料

寄

贈

さ

れ

る

　

本
学
商
学
部
商
学
科
卒
。水
俣

病
を
取
り
上
げ
た「
苦
海
浄
土
」

（
１
９
７
０
年
、芸
術
祭
大
賞
）

な
ど
、数
多
く
の
名
作
を
世
に

送
り
出
し
ま
し
た
。

　

今
回
寄
贈
さ
れ
た
の
は
、木

村
さ
ん
の
番
組
制
作
に
関
わ
る

直
筆
原
稿
や
番
組
台
本
、書
籍

な
ど
９
０
０
点
以
上
で
、ダ
ン

ボ
ー
ル
箱
１４
箱
分
に
も
な
り
ま

す
。寄
贈
式
終
了
後
は
永
守
良

孝
社
長
、Ｇ
・
Ｗ
・
バ
ー
ク
レ
ー

学
長
が
互
い
に
資
料
を
手
に
と

り
、関
心
深
げ
に

目
を
や
る
姿
が

見
ら
れ
ま
し
た
。

バ
ー
ク
レ
ー
学

長
は「
今
回
い
た

だ
い
た
資
料
を

も
と
に
、学
内
で

も
研
究
を
進
め

て
い
き
た
い
。将
来
的
に
は
一

般
公
開
す
る
こ
と
も
検
討
し
て

い
き
た
い
」と
コ
メ
ン
ト
。貴
重

な
資
料
の
今
後
の
活
用
が
期
待

さ
れ
ま
す
。
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夜
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生

 
 

水

谷

修

氏

が

本

学

で

講

演

　
月　
日
、大
学
チ
ャ

ペ
ル
に
て「
大
学
生

に
対
す
る
薬
物
乱

用
防
止
講
演
会
」が
開
催
さ
れ
、

学
生
・
教
職
員
な
ど
約
4
6
0
人

が
集
ま
り
ま
し
た
。今
回
の
講
師

は「
夜
回
り
先
生
」と
し
て
有
名

な
水
谷
修
氏
。「
さ
ら
ば
、哀
し

み
の
ド
ラ
ッ
グ
〜
夜
回
り
先
生

か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
〜
」と
い

う
演
題
で
、約
20
年
間
行
っ
て

き
た「
夜
回
り
」活
動
等
を
通
じ

て
得
た
様
々
な
経
験
を
も
と
に
、

若
年
層
の
薬
物
汚
染
の
実
態
や

恐
ろ
し
さ
に
つ
い
て
説
明
を
い

た
だ
く
と
と
も
に
、命
の
尊
さ
、

素
晴
ら
し
さ
を
熱
く
語
っ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。講
演
会
で
は

「
専
門
家
の
間
で
は
今
の
子
ど
も

の
４
人
に
１
人
は
身
近
な
人
か

ら
薬
物
使
用
の
誘
い
を
受
け
る

可
能
性
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い

る
。一
度
で
も
使
用
し
て
し
ま

う
と
、そ
の
誘
惑
を
断
ち
切
る

こ
と
は
難
し
い
。最
初
に
き
ち
ん

E V E N T

E V E N T

と
Ｎ
O
と
言
う
こ
と
が
一
番
重

要
」と
語
り
、誘
い
を
断
る
た
め

の
様
々
な
ア
ド
バ
イ
ス
も
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

時
折
ジ
ョ
ー
ク
を
交
え
な
が

ら
語
ら
れ
る
シ
リ
ア
ス
な
内
容

に
参
加
者
は
魅
了
さ
れ
、会
場

内
各
所
で
感
涙
に
む
せ
ぶ
姿
が

見
ら
れ
ま
し
た
。参
加
者
か
ら

は「
こ
ん
な
に
も
身
近
に
薬
物

汚
染
が
広
が
っ
て
い
る
と
は
思

わ
な
か
っ
た
」「
命
の
大
切
さ
を

改
め
て
実
感
し
た
」な
ど
の
声

が
寄
せ
ら
れ
、薬
物
の
恐
ろ
し

さ
を
改
め
て
認
識
す
る
と
と
も

に
、命
の
大
切
さ
に
つ
い
て
再

度
深
く
考
え
る
良
い
機
会
と
な

り
ま
し
た
。
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